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体験しよう！防災トイレと手づくりシャワー 
 

 

〒321-0214 壬生町大字壬生甲 3843-1(保健福祉センター内) 

電話 0282-21-8731  FAX 0282-21-8732 
Mail: miburin@bz04.plala.or.jp 
http://www.town-mibu.com/miburin/ 
★メールアドレスを教えて頂ければ、毎月 

みぶりんだより（カラー版 PDF）をメールでお送りします。 
 
 

 

HP URL 

講座「野生植物を観察しよう③」前日光 井戸湿原 
カブトムシと遊ぼう！開催（嘉陽が丘里山の会）      
自主防災訓練     （至宝南自主防災会） 
施設にてフラダンス（マウイスタジオ･レファ･リコ） 
映写会開催        （のぞみホーム） 
七夕に願いをこめて （北小林お達者ファミリー） 
健康ウォーキング･地域史跡めぐり（城内自治会） 
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壬生町町民活動支援センター「みぶりん」 
■開館時間        ■休館日 

火～金  10 時～18 時    月曜日･年末･年始 
土･日･祝 10 時～17 時  
（火～金は予約をして頂ければ 21 時まで利用可能です） 

ボランティアの募集、イベント・講座のお知らせ、
自団体の活動紹介、報告など「みぶりんだより」に
記事を掲載希望の方は、ぜひお寄せ下さい。 

お知らせ 

みぶりん 第９回 活動発表会 

 

◆作品展示 日光彫／井上 貞行 
ステンドグラス／井上 京子 

◆開催日時 7/14㈯～15㈰午前 9 時～午後 4 時まで 
◆会場  壬生町城址公園 中ホール 

壬生町本丸 1-8-33 ☎0282-82-0108 
 
 

 
 

 
 
 

◆問合せ 壬生町上田 3-1 井上☎0282-86-4805 
 

第２回 二人展    日光彫 
ステンドグラス 

利用者協議会（仮称）設置に向けた 
設立準備会の立上げのお知らせ 

出演者大募集!! 交流会 

介護施設･お達者サロン･自治会などの催しで活躍されて 

いる団体･個人のかたに活動発表をしていただきます。 

 みぶりんでは皆様のご支援、ご協
力のおかげで５年目を迎えることが
できました。現在約３００団体・個人
の方々から登録を頂いております。 
今後は利用者協議会（仮称）を設

置し、登録団体・個人の交流や、み
ぶりんの事業運営の機能充実を図っ
て参りたいと考えています。 
つきましては、設立準備会を立上

げ利用者協議会（仮称）の設置に向
けた準備をして参りたいと思います
ので、皆様のご理解を賜りますよう
宜しくお願いいたします。 
なお、設立準備会の会員につきま

しては、設立準備会において選考し
て参ります。 

テーマ「地域で支え合うボランティア活動」 

◆参加は自由です。 
（発表者も参加します｡） 
◆会費：一人１００円 
（お茶菓子代） 

◆日  時 H30.9／30(日) 午前１０時～１２時 

◆会  場 壬生町保健福祉センター １階会議室 

◆申込み・問合せ 町民活動支援センター みぶりん 

アウトドアに学ぶ防災 

◆発表形式 
日頃の活動状況を発表して

いただきます。 
（実演又はパワーポイント等） 

◆発表時間 
一団体・個人約１０分 
（５～７団体・個人） 

参加者 
募集 

◆日時 2018/8/25(土)13 時から 

8/26(日)10 時頃解散  

◆場所 おもちゃ団地協同組合厚生会館（ゆうゆ館） 
◆参加費 中学生以下 500 円 大人 1,000 円（保険代含） 
◆対象者 壬生町民（小学生以下は保護者同伴） 
◆主な内容 ①テント泊 ②自炊（まき炊飯、卓  
 上ガスコンロを使った料理、そば定食他）２食 
 ③段ボールで作るアウトドアグッズ（トイレ・  
 椅子）④煙道体験（講師：壬生消防署員） 
⑤夜は「ふるさとまつり」花火を鑑賞しよう！ 

◆持参する物 アウトドア用品一式（あるもののみ）

但し、毛布は各自必要。テントについては、主
催者が８張り確保してあります。 

◆申込期限 平成３０年８月１５日（水） 
◆申込先 二瓶 美恵子 ☎８２－１２９１ 

山井 勲(会長) Mail：yamai@movie.ocn.ne.jp 
★特記事項 雨天決行。但し、テント泊困難な場

合は施設に宿泊します。 
◆主催 みぶアクティブクラブ 
◆協賛 幸町二丁目自主防災会 

http://www.town-mibu.com/miburin/
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講座「野生植物を観察しよう」③前日光 井戸湿原にて 

活動報告 

本年度は講座の形で実施している野生植物観察会で
すが、５月１７日は前日光県立自然公園の「井戸湿原」
に行ってきました。 
 この湿原は標高約１３００ｍにあり、カラマツ、モ
ミ、ツツジ類、シラカバなどに囲まれて数多くの湿地
植物が群生し、その中でもツツジは色鮮やかで、写真
でその美しさが伝えられないのが残念です｡ 

（取材担当 鈴木） 

カブトムシと遊ぼう！開催 嘉陽が丘里山の会 

登録№ 名　称 活  動  内  容
団体256 中央自治会 まちづくりの推進、環境保全、地域安全、その他の自治会活動。

団体257 鳥居会 鳥居家、精忠神社に関する歴史勉強をしています。

個人43 落合 里子 自然料理教室、ﾌﾙｰﾂｶｯﾃｨﾝｸﾞ講座、野菜･果物のﾌﾞｰｹ作り講座等、大人・子どもの食育活動や地産地消に関わるPR活動等。

みぶりんでは、団体･個人の登録を随時受け付けています。新規登録団体・個人(5/21～6/20)

嘉陽が丘里山の会では､６月１７日､嘉陽が丘ふれ

あい広場において㈱北研の中里年昭所長（通称カブ
トムシ博士）を講師に迎え｢カブトムシと遊ぼう｣を
開催しました。 
 当日は天候に恵まれ、町内外からお子様連れなど
５５人が集まりました。 
最初に中里所長からカブトムシの生態や飼い方を

教わり、庭ではカブトムシ同士の相撲などで遊びま
した。 
里山の会で飼育したカブトムシを 1 匹ずつもらい

ながら子ども達からは「やったあ！」「かっこいい！」
など、歓声が上っていました。 

 東京から参加した図師しゅんたろうくん（６歳）は
「カブトムシがもらえてよかった。来年も来たい」
と、はしゃいでいました。 
 坂田昇一会長は「今回のイベントを通じて嘉陽が
丘の良さを参加者に伝えられたのではないかと思
う。今後も子ども達が参加しやすい企画を立て、町内
外に向けて発信していきたい」と、抱負を語っていま
した。 
 イベントの最後に、食育の一環として㈱北研の協

力によりキノコ汁をいただきました｡（会員 鈴木良男様記） 

ず し
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活動報告 

施設にてフラダンス マウイスタジオ･レファ･リコ 

６月１０日、介護施設「サンフレンズ壬生」のお
誕生会で、マウイスタジオ･レファ･リコ（新井里子
代表）にフラダンスを披露していただきました。 
「涙そうそう」「南国の夜」「りんごの唄」他を

音楽に合わせて踊り、「月の夜は」では施設利用者
の方々も一緒に大きな声で歌いました。 
フラダンスのあと皆で記念撮影をし、利用者の皆

様は大喜びでした。      （取材担当 鈴木） 

「備えあれば憂いなし」という事で、至宝南自主防災会（田中益位会長）は、６月３日、
百数十名の参加で壬生東小学校校庭で防災訓練を行いました。 

自主防災会のもと、壬生消防署の協力も得て、「消火訓練」「煙道体験」「三角巾を使っ
た救急救護」「土のう作り」「起震車」などを体験しました。最後は女性有志の方々が作っ
てくださった、おにぎり･みそ汁をいただきました。 

災害は、「自助（自分で自分を守る）」「共助（家族、企業や地域コミュニティで共に助け
合う）」「公助（行政による救助･支援）」で乗り切るということ。そして、普段の防災意
識と防災体験は必要であると感じました。 

「天災は忘れた頃にやってくる」というように、災難はいつ来るかわからないので、日頃の
準備が大切と思います。          （訓練参加者 鈴木様 記） 

自主防災訓練  至宝南自主防災会 

映写会開催 
６月２０日、介護施設「のぞみホーム」で

映写会が行われました。 
１時間２０分ほどでしたが、笑いながら見

る方や、集中して黙ってみる方がいらっしゃ
いました。「また、やってくださいね～」と
いう声をいただきましたので、喜んでいただ
けたかなと思います。 

映写会のあとはティータイム。お茶を飲み
ながらいろいろ話をしましたが、「今度は音
楽会をやって欲しい」とのこと。 

今後も喜んでいただけるものをやってい
きたいと思います。   （取材担当 鈴木） 

 

てくださった、おにぎり･みそ汁をいただきました。 

災害は、「自助（自分で自分を守る）」「共助（家
族、企業や地域コミュニティで共に助け合う）」「公
助（行政による救助･支援）」で乗り切るというこ
と。そして、普段から防災意識を高め、防災体験を
実施することが必要であると感じました。 

「天災は忘れた頃にやってくる」というように、
災害はいつ来るかわからないので、日頃から準備す
ることが大切だと思います。（訓練参加者 鈴木様 記） 

のぞみホーム 

三角巾を使った救急救護 
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☆みぶりんだよりは下記のところに置いています☆ 

みぶりん･壬生町役場･各出張所･各コミュニティセンター・各公民館･生涯学習館･図書館・歴史民俗資料館・体育館・

みらい館・おもちゃ博物館･嘉陽が丘ふれあい広場・ふれあい交流館・シルバー人材センター・各小中学校･壬生高校 

 
 【編集後記】■７月６日から第 100 回全国高等学校野球選手権大会（甲子園）の栃木県予選が始まります。
出場全チームの一生懸命なプレーがきっと高校野球ファンの皆さんに感動を届けてくれると思います。
高校野球のシンボル“Ｆ”に込められているのは「Fight」「Fair play」「Friendship」の精神です。こ
の精神が今の高校野球を支えてきました。（玉田）■取材で色々な所に行くと、色々な人と出会い、楽し
く嬉しいです。見かけたら、気軽に声を掛けてください。（鈴木）■久しぶりに東京ドームへコンサート
に行って来ました。生で観るライブはやっぱり最高ですね！（小田垣）■今回の地震で被害に遭われた
方々に心よりお見舞い申し上げます。そして、安心して生活できる環境がなるべく早く整い、日常生活に
できるだけ早く戻られますことを心よりお祈り申し上げます。（坂本） 

活動報告 

健康ウォーキング･地域史跡めぐり 城内自治会 

七夕に願いをこめて

  

北小林お達者ファミリー 

５月２７日、城内自治会（荒川克己会長）で、「健康ウォーキング」と「地域史跡めぐり」

が行われました。 

「壬力の町ガイドボランティアの会」の協力により、御春屋稲荷神社→(蘭学通り)→自成館

→齋藤玄昌邸跡→万町愛宕神社→壬生寺→新町八幡神社→精忠神社の順にめぐり、参加者の

方々は改めて地元の歴史と文化に触れ、感慨深そうでした。 

史跡めぐりのあと公民館で、柳貴川起助さんの紙切りと岩舟亭服地さんの漫談が行われまし

た。参加者の皆様は魅力満載の催しに満足された様子でした。      （取材担当 鈴木） 

北小林お達者ファミリー（大垣孝会長）では、６月２１日に

１３名の参加により健康体操と七夕づくりをしました。健康

体操ではテープを使った肩ほぐしの運動や足の指を動かす足

の運動を行いました。また、折り紙を使って七夕飾りを作り、

七夕２本に飾り付けをしました。参加者は短冊に思い思いの

願いを書きました。          （取材担当 玉田） 

やなぎがわ きすけ いわふねてい ふくじ 


